
基礎看護学実習Ⅱ 記録１                         茨城県立看護大学校 看護学科  
（患者基本情報）                              学籍番号：               

患者記号      氏 性別  男・女 年代    代 前半・後半 職業 

主病名  

看護の方向性および看護に必要な観察点 

 

 

 

 

 

治療方針 

 

安静度（日常生活行動範囲）※該当するところに○をつける 

 

絶対安静 ベッド上 病室内 病棟内 病院内 

家族構成※年代(前/後半)、性別、同一世帯を線で囲む 

 

 

 

 

本人・家族の病気や治療、退院後の生活に対する思い 

 

 

 

 

キーパーソンおよびサポート状況 
（家族のサポートや退院後の療養の場など） 

 現在の生活状況 

身体的特徴・症状・留意する点（点滴、酸素ﾏｽｸ、ｶﾃｰﾃﾙ等の有無や聴覚・視覚・言語等障害の有無） 

 

 

 

動く・休む 

 

 

 

 

食べる 

 

 

 

 

排泄する 

 

 

 

 

清潔にする 

 

 

 

 

話す・聞く（コミュニケーション） 

 

 

 

 

 

 

 

 

趣味・信仰・健康上心がけていることなど 

入院前の生活状況・習慣 

動く・休む 

 

 

 

 

食べる 

 

 

 

 

排泄する 

 

 

 

 

清潔にする 

 

 

 

 

話す・聞く（コミュニケーション） 

 

 

 

 

 

 

趣味・信仰・健康上心がけていることなど 



基礎看護学実習Ⅱ 記録２ 

実習（    ）日目                      茨城県立看護大学校 看護学科 

学籍番号              

本日の実習目標                           

                                               

時間 行動計画 実施したこと 

（コミュニケーションの内容と対象の反応、 

見学した援助内容と対象の反応、観察したこと) 

実施した内容から考えたこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

本日の実習の学び 

 

 

指導者サイン 教員サイン 

 



基礎看護学実習Ⅱ 記録３ 

                    茨城県立看護大学校 看護学科 

学籍番号              

本日の実習で最も印象に残った対象の言動と、その時の自分の感情や気づき 

実習 1 日目  

実習２日目  

実習３日目  

実習４日目  

実習５日目  

 



記録４（終了カンファレンス）                        茨城県立看護大学校 看護学科 

                                      学籍番号：             

                                           

＜テーマ＞ 「実習を通して学んだこと」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                   

＜カンファレンス後の学び＞ 

「実習を通しての学び」について、カンファレンスを通して学んだことと自己の課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


